
  将来都市像について 

 

現行都市計画マスタープランの将来像 

 
多様な特性と地域力が結びつき活力と快適性を生み出し、世界に開くまち 大田 

別紙 将来都市像の検討について 
 

 

 

例）大田区らしい 

「住まい、産業、水と緑」を活かし、 

新たな価値により 

人々を惹きつける国際都市 

大田区らしさをより深めること 

〇海・川・崖線など自然豊かなまち 

〇住・商・工・空港・港湾、様々な表情のまち 

〇都市・人・生活の多様性 

現
行
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おおた都市づくりビジョン 

新たに追加・強化すべき視点 

改
定
に
向
け
た
検
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将来像の一部を担い、区民と共有する「将来都市像」 

区の将来像（大田区基本構想） 

地域力が区民の暮らしを支え、未来へ躍動する 
国際都市おおた 

＜区民と共有する将来都市像３案＞ 

様々な人の活動が活発に展開されること 

〇誰もが生き生きと活動できる場所がある 

〇どんな人にとっても魅力的な場所がある 

〇都市を取り巻く環境の変化に柔軟に対応する 

都市づくりに求められること 

〇人を呼び込み地域経済を活性化させる 

〇様々な人の生活の豊かさを向上させる 

〇地域力を高める 

将来都市像検討のポイント 

社会状況の変化等を踏まえた将来都市像の要素となるキーワード 

【区を取巻く潮流】 

・少子高齢化による高齢化社会や 

生産年齢人口の減少 

・国際化やライフスタイルの多様化 

・ICT 技術や自動運転技術などの技術革新 

・持続可能な都市づくりの推進 

・自然災害の激甚化 

【区の資源】 

・羽田空港を有する東京圏の玄関口 

・商、工、空港、港湾など様々な用途が存在 

・産業の集積 

・豊かな水と緑 

・スクエアのまちづくりの進展 

案１ 「住まう・働く・訪れる」大田区らしい景色が人々を惹きつける 

大田区らしい景色とは、海や川に囲まれた豊かな水と緑、住・商・工などさまざまな表情を見

せるまちなみ、国内外とつながる空港や港湾、長く育まれてきた歴史や文化など、多様性を持つ

都市において、人々の「住まう・働く・訪れる」という活動が、地域力を源として生き生きと展

開されている様子です。 

グローバル化の進展、少子高齢化の進行、自然災害の激甚化、技術革新の進展など、都市を取

り巻く環境は日々変化しています。このような状況に柔軟に対応しながら、多様性を育み、大田

区らしい景色がより多くの人を惹きつける都市を実現していきます。 

案３ 大田区らしい都市づくりが「住まう・働く・訪れる」ことの魅力を高めます 

海や川に囲まれた豊かな水と緑、住・商・工さまざまな表情を見せるまちなみ、国内外とつなが

る空港や港湾、長く育まれてきた歴史や文化など、多様な特性をより深める大田区らしい都市づく

りを進めることで、大田区で「住まう・働く・訪れる」ことの魅力を高めます。 

 グローバル化の進展、少子高齢化の進行、自然災害の激甚化、技術革新の進展など、都市を取

り巻く環境は日々変化しています。このような状況に柔軟に対応しながら、多様な特性を深め地

域力と結びつけることで、大田区らしい都市づくりを進めます。 

案２ 大田区らしさが「住む人・働く人・訪れる」人を惹きつけ成長し続ける都市 

大田区らしさとは、海や川に囲まれ水と緑が豊かなこと、住・商・工さまざまな表情を見せるま

ちなみがあること、国内外とつながる空港や港湾が存在していること、長く育まれてきた歴史や

文化があることなど、多様性を持つ都市であることです。それぞれの特性をより深める都市づく

りを進めることで、「住む人・働く人・訪れる人」などさまざまな人にとって魅力的な都市を目指

します。 

 グローバル化の進展、少子高齢化の進行、自然災害の激甚化、技術革新の進展など、都市を取

り巻く環境は日々変化しています。このような状況に柔軟に対応しながら、多様な特性を深め地

域力と結びつけることで、成長し続ける都市を実現していきます。 
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